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親善交流
福山ばら祭

　2012年「福山ばら祭」にブルガリアの’11ばらの女王シ
モナ・ペテコヴァさんが来福。通訳を務めた、国立民俗学
博物館外来研究員のマリア・ヨトヴァさんとともに、5月18
日から20日まで、各種行事に参加し、交流を深めました。

　歓迎交流会ではヨーグルト研究家のマリア・ヨトヴァさ
んによる「ブルガリアの歴史とヨーグルト」のセミナーが行
われ、中垣技術士事務所のローズヨーグルトの種菌が参加
者にプレゼントされました。

5/18　エフエムふくやまに出演

5/18　城南中学校で親善交流

5/20　ローズパレードに参加

5/20　ふなまち商店街歓迎交流会5/19　オープニングセレモニー

5/19　歓迎交流会・セミナー

5/18　福山市長を表敬訪問

＜11R＞男子
　福山とブルガリアがつながっていたなんて、今まで全く知
りませんでした。バラのおかげで、ブルガリアとつながるこ
とができました。バラは心をつなぐ花だと感じました。
＜15R＞女子
　福山で有名なバラが世界の人たちと出会うきっかけに
なっているということです。もし福山でバラが有名でなけれ
ば、シモナさんたちとは出会っていなかったでしょう。
＜22R＞男子
　この交流会で福山について外国にもアピールできたと思う
し、私たちもブルガリアについて少し知識を増やすことがで
き、もっと知りたくなりました。
＜32R＞女子
　「ふるさと」の合唱を聴いていただきました。シモナさん
とヨーグルト研究家のマリアさんが「ブルガリアではみんな
が音楽、特に歌を愛していて、今日の合唱はとてもよかっ
た」と言ってくださり、音楽には国境がないということを実
感し、感動しました。
＜32R＞女子
　ブルガリアも日本と同じように自然が美しいと聞き、私も
ブルガリアへ行ってみたいと興味が湧いてきました。

城南中学校生徒の感想文


